
  

研究推進校事業報告書 

 

 

１  研究推進校の概要 

学 校 名 所 在 地 電 話 番 号 生徒数 備 考 

春日井市立南城中学校 
春日井市下市場町一丁目 

２番地３ 
0568 (81)4885 844人  

 

２  研究課題 

 (１) 「考え、議論する道徳」の実現 

   ・ ファシリテーションを取り入れ、多様な他者の考えにふれる授業を行う。 

   ・ 職員が内容項目や生徒の発達段階に応じた道徳的価値の深まりを理解する。 

   ・ 外部講師を招聘し、効果的な指導法についての研修を行う。 

 

(２) 地域の特色を生かした道徳教育の取組 

      ・ 保護者の思いや願いを取り入れた授業を行う。 

   ・ 地域を支える人たちの努力や勤労観にふれる機会を設ける。 

   

３  研究主題とその設定理由 

（１） 研究主題 

よ り よ い 生 き 方 を 実 践 す る 力 を 育 む 道 徳 教 育 の 充 実  
― 地 域 の 特 色 を 生 か し た 道 徳 教 育 の 推 進 ―  

 

(２) 主題設定の理由 

本校は、令和６年度全国学力・学習状況調査において、国語も数学も共に県や全 

国の平均と比べて高い正答率を示し、基礎的・基本的な学力は着実に身に付いてい

る。しかし、国語の「話すこと・聞くこと」に関しては県・全国平均を下回り、自分

の考えを相手に伝える力や、他者の意見を受け止めて理解する力に課題がみられる。

また「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。」という設問への肯

定的回答が低く、他者の価値観にふれて多様な考え方を楽しむ姿勢が十分に育ってい

＜取組と成果のポイント＞ 

 本校では「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の充実」を主題に「考え、

議論する道徳」を軸とした授業改善と、家庭・地域と連携した道徳教育の推進に取り

組んだ。授業では、ファシリテーションを取り入れ、生徒同士の対話を重視するとと

もに、ソーシャルスキルトレーニングや構成的グループエンカウンターを継続的に実

施し、安心して意見を交流できる学級づくりを進めた。また、全学年で内容項目を統

一した年間指導計画や、中心発問・深化発問の蓄積、外部講師を招聘した研修を通し

て、職員の指導力向上を図った。さらに、保護者アンケートや地域のゲストティーチ

ャーを活用した授業により、生徒が多様な価値観や地域社会とのつながりを実感する

機会を設けた。その結果、生徒の対話的な学びや自己理解が深まり、職員の道徳科に

対する意識も高い水準で維持・向上するなど、一定の成果が確認できた。 

 



るとは言えない。更に「自分にはよいところがあると思いますか。」という質問への

肯定的回答も県・全国平均より低く、自己肯定感の低さもうかがえる。 

 このような実態から、本校の生徒は学習にはまじめに取り組み学力は定着している

ものの、他者との関わりを通して自分を見つめ直し、多面的・多角的に考える力に課

題があると考えられる。そこで、他者との対話や自己理解を深めることができる「特

別の教科 道徳」を教育活動の要と位置付け、教科横断的に道徳教育の充実を図るこ

とが必要である。 

 また、家庭や地域社会と連携し、家庭での教育や地域との関わりの中で育まれる道

徳性を学校教育に生かすことで、より実践的で豊かな心の育成が期待できる。これら

をふまえ、本校では「よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の充実―地域の特

色を生かした道徳教育の推進―」を研究主題として設定し、生徒が自他を尊重し、多

様な価値観を受け入れながら自己肯定感を高めていく道徳教育の在り方を探究してい

く。 

(３)  目指す生徒像 

自他を尊重し、多様な価値観を受け入れながら自己肯定感を高める生徒 

 

４  研究の概要 

（１） 研究仮説 

    

(２) 研究の手立て 

仮説１に対する手立て 

ア ファシリテーションを要とした主体的・対話的な授業 

イ コミュニケーション能力を高めるためのソーシャルスキルトレーニングと 

自己肯定感を高めるための構成的グループエンカウンターの実施 

ウ クラウドを活用した振り返りの蓄積 

 

 

 

仮説１【生徒に向けて】 

生徒同士のコミュニケーション能力を高め、多様な他者の考えにふれたり、自分

の考えを他者に伝えたりする経験を積めば、道徳的価値について多面的・多角的に

とらえることができるであろう。 

仮説２【職員に向けて】 

全職員が「考え、議論する道徳」における授業の在り方や、道徳の内容項目・発

達段階に応じた道徳的価値に対する理解を深めれば、生徒にとっても職員にとって

も魅力的な授業を構成できるであろう。 

仮説３【地域に向けて】 

学校教育に協力的な家庭が多いという地域の特色をふまえ、地域の方々や商工会

議所との連携を深めれば、生徒が多様な価値観にふれ、社会の一員としての自覚を

もち、よりよく生きることについて考えを深めることができるであろう。 



仮設２に対する手立て 

ア 全学年で内容項目を統一する年間指導計画の工夫と内容項目ミニ研修 

イ 主発問、深化発問の蓄積 

ウ 岐阜聖徳学園大学教授 山田貞二先生を招聘した研修会の実施 

 

仮設３に対する手立て 

ア 保護者への道徳アンケートを取り入れた授業 

イ 地域のゲストティーチャーを招いた授業(ユニット学習の実施) 

 

（３） 研究組織 

道徳推進教師、道徳教育コーディネーター、若手職員を中心とした道徳部会を組

織し、指導案やファシリテーションの検討、年間指導計画の吟味などを行った。そ

の際、chat を活用し、時間短縮を図った。 

 

  （４） 研究計画 

月 実施内容 備考 

４月 ・研究組織づくり 

・年間計画の作成 

・現職教育全体会（道徳） 

 

５月 ・外部講師による師範授業、研修 

・授業参観 

・ソーシャルスキルトレーニング・構成的グ

ループエンカウンター研修 

・生徒アンケート（実態把握） 

５/２ 山田貞二先生 

 

５/９ 曽山和彦先生 

６月 ・県教育委員会作成の意識調査①  

７月 ・指導案検討 

・学習アンケート（毎学期） 

 

８月 ・道徳教育パワーアップ研修参加  

９月 ・指導案検討  

10 月 ・学校訪問(公開授業) 

・ソーシャルスキルトレーニング・構成的グ

ループエンカウンター研修 

・指導案検討 

・外部講師による研修 

・授業研究会 

10/２ 

10/９ 曽山和彦先生 

 

 

10/30 山田貞二先生 

11 月 ・ユニット学習(内容項目 C 勤労) 

・研究推進校視察(公開授業) 

・地域と連携した授業 

 

・研究推進校視察 

11/７  

保護者アンケートをも

とにした授業 

11/28  

ゲストティーチャー 

 (商工会議所の方々) 

12 月 ・学習アンケート 

・事業報告作成 

 



 

【資料１】ファシリテーションの型 

 

 

【資料２】生徒によるファシリテーション 

１月 ・県教育委員会作成の意識調査② 

・研究のまとめ 

・事業報告書提出 

 

２月 ・学習アンケート 

・成果と課題の確認 

・次年度の計画 

 

  

５ 研究課題にかかわる取組 

(１)  ファシリテーションを要とした主体的・対話的な授業 

道徳におけるファシリテーションとは、生徒一人一人が主体的に考え対話し、学び

合えるように、教師が学習の場を整え、進行を支援することを指す。教師は価値を教

え込むのではなく、生徒の思考を引き出し、つなぎ、深める役割を担う。具体的に

は、安心して意見を述べられる雰囲気づくり、多様な意見を尊重する姿勢の促し、問

い返しや要約による対話の活性化などが挙げられる。    

今年度は、教師によるファシリテーションだけにとどまらず、生徒によるファシリ

テーションも実施した。生徒用のファシリテーションの型【資料１】を作成し、月に

１回程度、生徒同士でのファシリテーションに取り組むこととした。当初は不慣れな

様子であったが、回数を重ねるにつれて型を利用しながらの意見交流が上達してき

た。【資料２】 

生徒同士のファシリテーションは聞く力や説明する力、合意形成の力も高まり、

「考え、議論する道徳」を支える重要な要素となる。今後は、生徒がファシリテー

ターとして学級の対話をリードすることで、学びの主体が教師から生徒へと移り、さ

らなる道徳的成長の深化が期待される。 

さらに、年度末になると、教師が理科や美術など、他教科の授業においてもファシ

リテーションを取り入れるようになった。道徳科における実践が、他教科にも広が

り、教科横断的な学習につながった。 

 



(２)  コミュニケーション能力を高めるためのソーシャルスキルトレーニングと自己 

肯定感を高めるための構成的グループエンカウンターの実施 

ソーシャルスキルトレーニング(以下 SST)と

構成的グループエンカウンター(以下 SGE)は、

いずれも人との関わりを通して自己理解と他

者理解を深める活動であり「考え、議論する

道徳」と深く関係している。SST では、挨拶や

感謝など、日常生活で必要な社会的スキルを

体験的に学ぶことで、道徳科の内容項目 A「自

分自身に関すること」や B「他の人との関わ

り」について実践的態度を育てることができ

る。一方、SGE は、自己開示や相互理解を促す

グループ活動を通して、他者の立場や気持ちを理解し、共感する心を育むものであ

り、内容項目 C・D に示される「郷土や社会との関わり」「よりよく生きる喜び」に

もつながる。 

本校では、教育カウンセラーの曽山和彦氏の指導を受け、SST と SGE を組み合わせ

た「みなタイム」を毎週月曜日の５限前に実施している。【資料３】生徒のアンケー

トによると、９割以上の生徒が「うなずきができるようになった。」「学級の雰囲気

よくなった。」など肯定的に回答していた。 

 

(３)  クラウドを活用した振り返りの蓄積 

道徳において、クラウドを利用して振り返りを蓄積することは、生徒の内面的な成

長を「見える化」し、継続的な自己理解を促す上で有効である。【資料４】授業ごと

の気付きや考えの変化を記録することで、生徒は自分の思考や価値観の深まりを客観

的に捉えることができる。また、教師はその蓄積を通して生徒一人一人の道徳的成長

や課題を把握し、指導や評価に生かすことができる。さらに、過去の記述を振り返

り、単発の授業に終わらない継続的な学びを支援できる点も大きい。生徒自身が自ら

の変化に気付き、自己肯定感を高める契機ともなる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(４)  全学年で内容項目を統一する年間指導計画の工夫と内容項目ミニ研修 

昨年度までの教師間の話題で、道徳を苦手と感じている教師が多いことがわかっ

た。道徳を苦手と感じる教員が多いのは「分かり切った当たり前のことを教えるだ

け。」と受け止めてしまうことに一因がある。その背景には、発達段階に応じた内

容項目の違いやねらいを十分に理解できていない現状があると考えられる。そこ

で、年間指導計画を工夫し、毎回、各学年の内容項目をそろえて授業を行うことと

した。【資料５】   

 
【資料３】みなタイム研修の様子 

 
【資料４】Google スプレッドシートによる振り返りの蓄積 



 

これにより、同一内容項目を扱いながら、発達段階に応じた道徳的価値の捉え方

を比較・共有しやすくなった。また、本校では道徳を毎週金曜日の６限に全校一斉

で実施しており、教師間で教材の意図や発問の工夫を共有しやすい体制を整えてい

る。さらに、道徳部会が作成した Google スライドを用いたミニ研修を行い、発達

段階に応じた内容項目の違いやねらい、教材研究をする上でのヒントを共有した。

職員は Google スライドを参照しながら各自で教材研究を進めた。【資料６】 

 
 

  

 

 

(５)  中心発問、深化発問の蓄積 

授業改善のために、授業後に

教師が「中心発問」と「深化発

問」をフォームに入力して蓄積

する取組を行っている。【資料

７】 

中心発問は授業の核となる問

いであり、深化発問は生徒の考

えを更に深めるための問いであ

る。これらをデータとして蓄積

することで、教師間で発問の工夫やねらいを共有でき、発問の質的向上につなが

る。また、学年間の連続性や発達段階に応じた問い方の違いも可視化でき、指導力

の向上につながると考えられる。蓄積データを基に研修を行えば、教師全体の授業

設計力を高め、より効果的な道徳教育の実現が期待できる。【資料８】 

 

 

 
【資料７】発問集約フォーム 

 

【資料５】全学年の内容項目を統一した年間指導計画 

 

 【資料６】Google スライドを用いたミニ研修 



 

(６) 岐阜聖徳学園大学教授 山田貞二先生を招聘した研修会の実施 

岐阜聖徳学園大学の山田貞二先生は、道

徳教育において生徒が主体的に考え、対話

する授業づくりを重視なさっている。中心

発問から深化発問へとつなぐ構造や、自我

関与を軸にした価値理解・他者理解・自己

理解の促進が特徴である。本校では５年前

から継続して山田先生の御指導を受けてお

り、ファシリテーションを大切にした授業

づくりに取り組んでいる。授業では、中心

発問で多様な意見を拡散させ、深化発問で

意見を収束させながら、生徒が自らの価値

観を見つめ直す展開を意識している。また、心の数直線や心情曲線、コミュニ

ティーボールなどの技法を通して、生徒一人一人の思考や感情を可視化し、考えに

共感し合う温かな学びの場を創り出すことなどを指導していただいた。【資料９】 

    

(７) 保護者への道徳アンケートを取り入れた授業 

内容項目 C「勤労」の授業にお

いて、保護者への道徳アンケート

を実施し、それを活用した授業を

行 っ た 。 具 体 的 に は 、 Google

フォームを活用し、家庭での道徳

的価値観や生徒への願いなど、道

徳に関する意識を保護者に尋ね

た。【資料 10】その結果を集計

し、授業の導入場面では多様な大

人の考えとして紹介し、生徒の関

心を高めた。また、終末の場面では、保護者の意見と自分の考えを比較しながら、

自らの価値観を見つめ直す機会とした。【資料 11】 

授業後の生徒の振り返りからは、生徒だけでは気付きにくい社会的な視点や保護

者の勤労観にふれることで、考えを広げ、家庭・地域とのつながりを実感したこと

が読み取れた。【資料 12】授業を通して、生徒の道徳的価値の理解を深め、保護者

にも学校の道徳教育への関心を高めてもらうことにつながったと考えられる。 

 

【資料８】集約された発問 

 

 

【資料９】山田貞二先生の研修会 

 

 
【資料 10】保護者アンケート 



  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（８） 地域のゲストティーチャーを招いた授業(ユニット学習) 

      11 月はユニット学習として、道徳の内容項目 C「勤労」をテーマとし、生徒の実

態に合った複数の教材を選定して授業を構成した。【資料 13】 

11 月 28 日(金)には、地域の商工会議所の方々を道徳の授業にお招きした。５限 

に「清掃はやさしさ」の授業を実施し、地域の商工会議所の方々に参観していただ

いた。６限は職業講話会を兼ねて、商工会議所の方々にゲストティーチャーとして

勤労について御講演いただいた。働くことの意義や尊さ、地域社会を支える仕事の

価値についてお話しいただき、生徒にとって地域の一員であるという自覚を高める

機会となった。また、５限の道徳を参観して感じたこと、気になったことなどもお

話していただき、学校や生徒と地域の方々が、共に道徳について考えることができ

た。【資料 14】 

 【資料 11】生徒に紹介した保護者アンケートの結果 

 
【資料 13】ユニット学習(年間指導計画より) 

〇 保護者アンケートを見て、驚いた。普段、仕事について親と話し合うことはない

けれど、親がこんなふうに考えているとは知らなかった。「責任感」「ありがと

う」などの言葉が多く、どんな仕事でも責任感や感謝の気持ちが大事なのだと気付

いた。自分の親がアンケートに答えたかは知らないけれど、家に帰ったら「仕事」

について親と話してみたいと思った。 

〇 働くことで一番大事だと思っていたのはお金だったけど、保護者のアンケートで

はお金以外のことも大事にしていることがわかった。やりがいを大事にしている人

が多かった。保護者のアンケートも、いろいろな意見があって、考え方がたくさん

あるのだと思った。私は将来の夢は決まっていないけれど「いろいろな仕事のこと

を知ってほしい」という意見が気になった。今のうちから、たくさんの仕事につい

て調べて、将来に役立てたいと思った。 

【資料 12】授業後の生徒の振り返り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月のユニット学習を終えた後の生徒の振り返りからは、多様な職業観や価値観

にふれ、勤労の尊さを実感的に理解するとともに、地域社会の一員としての自覚を

高めることができたことが読み取れた。【資料 15】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の評価 

（１） 研究の成果 

  ６月と１月に生徒及び職員に道徳に関するアンケートを実施した。その結果に基づい

て成果を考察する。 

 

ア 研究仮説１【生徒に向けて】に関する成果 

 研究仮説１では、生徒同士の対話を通して、多様な他者の考えにふれることで道徳

的価値について多面的・多角的にとらえることができると仮定した。６月と翌年１月

の生徒アンケートを比較すると、この仮説は概ね検証されたといえる。「道徳科では

他の人の考えを聞きながら、自分のことについてよく考えている。」という項目にお

いて「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」という肯定的回答は、６月の約

92.9％から１月には約 93.5％へと微増した。また「道徳科では自分の意見を友達に伝

えている。」は６月と１月ともに約 93％となっており、高水準を維持している。これ

らの結果から、ファシリテーションを取り入れた授業や、生徒同士の意見交流によっ

て、道徳的価値について多面的・多角的にとらえられてきたことがうかがえる。 

 

イ 研究仮説２【職員に向けて】に関する成果 

   研究仮説２では、全職員が「考え、議論する道徳」の授業づくりや、内容項目・発

達段階への理解を深めることで、魅力的な授業を構成できると仮定した。職員アン

ケートの結果から、この点について成果が確認された。 

   「児童生徒にとって道徳科が自己や人間を見つめる時間になっている。」という項

 
【資料 14】ゲストティーチャーによる授業 

〇 「勤労」の３つの授業を終えて、私は仕事は辛いことも大変なこともあるけ

ど、どの仕事でも「やりがい」や「人のため」「せっかくなら」の気持ちで行

うことが大切だと思った。まだ働くまでは時間があるけど、自分が働くなら今

回の授業の中で学んだ大切なことを思い出し、頑張りたいと思った。 

〇 ３つの教材を通して「勤労」は責任感を培ったり、人間関係を築いたりする

こと、社会への貢献など、自分のためだけでなく、誰かに対しても役に立ち、

誰かが喜んでいることに自分も勤労のやりがいがあると感じた。実際に働いて

いる大人の方々の意見はとても参考になった。 

【資料 15】勤労のユニット学習を終えた時の生徒の振り返り 

 



目の肯定的回答は、６月の約 95.2％から１月には約 95.7％へと微増した。また「多面

的・多角的な考え方ができるような話合いを行っている」においても、肯定的回答が

約 95.2％から約 95.6％へと微増している。数年間にわたる外部講師による研修や、内

容項目ミニ研修の積み重ねが、教職員の意識を高水準で維持する結果につながったと

考える。 

 

ウ 研究仮説３【地域に向けて】に関する成果 

   研究仮説３では、家庭・地域との連携を深めることで、生徒が社会の一員としての

自覚を高めることができると仮定した。生徒アンケートの「自分の住んでいるところ

にはよいところがある。」という項目では、肯定的回答が６月の約 87.4％から１月

には約 94.2％へと上昇した。保護者アンケートを活用した授業や、ゲストティー

チャーを招いた学習を通して、地域を身近にとらえる視点が育まれたと考えられる。 

 

（２）研究の課題 

ア 研究仮説１に関する課題 

   生徒の対話的な学びが進展した一方で「道徳科は好きだ」という項目の肯定的回答

は、６月の約 80.4％から１月には約 79.6％へとやや低下している。対話活動に不安

を感じる生徒や、発言に消極的な生徒への支援が十分とは言えず、発言方法の多様化

や書く活動との組合せなど、参加の在り方を工夫する必要がある。 

 

イ 研究仮説２に関する課題 

   職員の意識は向上したものの、本実践において重点を置いていない道徳科における

評価の在り方については課題が残る。また、振り返りの蓄積は進んでいるが、それを

どのように評価に結び付けるかについては、職員間で共通理解が十分とは言えない。

今後は具体的な評価事例を共有する研修を通して、評価の妥当性を高めていく必要が

ある。 

 

ウ 研究仮説３に関する課題 

   地域理解は深まったものの生徒アンケートにおける「地域の行事に進んで参加して

いる。」という項目の肯定的回答は、１月時点でも約 43.5%にとどまっている。ま

た、授業内での理解を、実際の行動につなげるためには、道徳の授業と学校行事や地

域活動をより意図的に関連付け、実践の場を設定することが課題である。 

   さらに、研究主題である「地域の特色を生かした道徳教育の推進」について、11

月の保護者アンケートを用いた道徳と、地域のゲストティーチャーを招いた授業だけ

にとどまってしまった。他校の研究で見られるような「全校一斉での道徳の授業参

観」や「保護者向け道徳授業」「道徳通信の配付」なども検討していきたい。 

 

７ 終わりに 

本研究では「考え、議論する道徳」を軸に、授業改善、職員研修、家庭・地域との連携

を進めてきた。その結果、生徒の対話的な学びや自己理解の深まり、職員の指導意識の向

上など、一定の成果を確認できた。一方で、評価の在り方や、地域連携のさらなる充実に

ついては課題も明らかとなった。次年度は、得られた成果と課題を踏まえ、より系統的・

継続的な道徳教育の充実を図っていきたい。最後に、本研究に御指導・御助言をいただい

た講師の先生方、御協力いただいた保護者・地域の皆様に心より感謝申し上げる。 


